
 

 

 

 

各選挙区の状況 

（鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県） 

 

 

資料 



 

３１ 鳥 取 県 

 

Ⅰ 県の人口等 

 R2 日本国民の人口 H27 日本国民の人口 

人  口 （-20,777、-3.6%） 549,280 570,057 

議員定数 2 2 

（アダムズ方式の結果） （±0）  2  

議員一人当たり人口 274,640 285,029 

都道府県間較差（倍） （対鳥取県 274,640） 1.000 （対鳥取県 285,029）1.000 

 

 

Ⅱ 選挙区の人口等 

選 挙 区 
日本国民の人口 全国較差 県内較差 

適合状況等 
 

R2 H27 R2 H27 R2 H27  

鳥 取 １区 275,120 286,555 1.004 1.011 1.004 1.011 最大 ▲4.0% 

鳥 取 ２区 274,160 283,502 1.000 1.000 1.000 1.000 最小 ▲3.3% 

計 549,280 570,057        

(注) 「全国較差」：鳥取２区（R2：274,160人、H27：283,502人）に対する較差 
「県内較差」：当該県内人口最少選挙区に対する較差 

 

 

Ⅲ 平成 27年国調による区割り（平成29年法改正）以降の廃置分合等の状況 

  

１ 廃置分合等の状況  なし 

 

２ 広域連携の状況 ※ 下線のある市が、中心市。 

・因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都市圏 

【鳥取市、岩美町、八頭郡（若桜町、智頭町、八頭町）、（兵庫県）美方郡（香美町、

新温泉町）】 

・鳥取県中部定住自立圏 

【倉吉市、東伯郡（三朝町、湯梨浜町、琴浦町、北栄町）】 

・中海圏域定住自立圏 

【米子市、境港市、（島根県）松江市・安来市】 
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Ⅳ 区割りに係る諸状況 

 

１ 市区町村の分割等の状況 

(1) 市区町村の分割  なし 

 

(2) 郡の分割  東伯郡（１区・２区） 

 

(3) 県議選挙区の分割  東伯郡選挙区（１区・２区） 

 

２ 具体の区割りに関する過去の知事意見 

(1) 平成６年区割り時 

＜知事意見＞ 

極力郡を割らないことが望ましいが、（中略）人口比率を２：１未満とするこ

とを基本とするという法律の規定のため、どうしても郡を割らざるを得ないと

いうことであれば、平成３年海部内閣時における公選法改正案は良く考えられ

た案であるかとも思う。 

 

(2) 平成 14年区割り改定時 （改定なし） 

 

(3) 平成 25年区割り改定時 

＜知事意見＞ 

具体の区割りに関する意見なし 

＜改定内容＞ 

１区、２区の人口調整（湯梨浜町１区→２区） 

 

(4) 平成 29年区割り改定時 （改定なし） 
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３２ 島 根 県 

 

Ⅰ 県の人口等 

 R2 日本国民の人口 H27 日本国民の人口 

人  口 （-25,899、-3.8%） 663,082 688,981 

議員定数 2 2 

（アダムズ方式の結果） （±0）  2  

議員一人当たり人口 331,541 344,491 

都道府県間較差（倍） （対鳥取県 274,640） 1.207 （対鳥取県 285,029）1.209 

 

 

Ⅱ 選挙区の人口等 

選 挙 区 
日本国民の人口 全国較差 県内較差 

適合状況等 
 

R2 H27 R2 H27 R2 H27  

島 根 １区 318,617 330,477 1.162 1.166 1.000 1.000 
最小、 

出雲市・雲南市分割 
▲3.6% 

島 根 ２区 344,465 358,504 1.256 1.265 1.081 1.085 
最大、 

出雲市・雲南市分割 
▲3.9% 

計 663,082 688,981        

(注) 「全国較差」：鳥取２区（R2：274,160人、H27：283,502人）に対する較差 
「県内較差」：当該県内人口最少選挙区に対する較差 

 

 

Ⅲ 平成 12年国調による区割り（平成14年法改正）以降の廃置分合等の状況 

 

１ 廃置分合等の状況  別紙のとおり 

 

２ 広域連携の状況 ※ 下線のある市が、中心市。 

・中海圏域定住自立圏 

【松江市、安来市、（鳥取県）米子市・境港市】 

・益田圏域定住自立圏 

【益田市、鹿足郡（津和野町、吉賀町）】 

（以下参考） 

・浜田市、出雲市による合併一市圏域の定住自立圏あり。 

・津和野町は、山口県央連携都市圏域（山口県）の一員。 
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Ⅳ 区割りに係る諸状況 

 

１ 市区町村の分割等の状況 

(1) 市区町村の分割  出雲市（１区・２区）、雲南市（１区・２区） 

   

(2) 郡の分割  なし 

 

(3) 県議選挙区の分割 

出雲選挙区（１区・２区）、雲南・飯石選挙区（１区・２区） 

 

２ 具体の区割りに関する過去の知事意見 

(1) 平成６年区割り時 

＜知事意見＞ 

・ 第８次選挙制度審議会では、（中略）八束郡８町村のうち、玉湯町、宍道

町の両町を出雲市を中心とする第二区に、他の６町村を松江市を中心とする

第一区にそれぞれ分けるという区割り案が答申されたところです。 

しかしながら、玉湯町、宍道町の両町は、広域市町村圏、県行政機関の管

轄区域及び生活圏等が松江市と一体の地域であります。 

（中略）両町からは、「松江市と同じ選挙区にしていただきたい」旨の強

い要望がなされております。 

したがって、本県の小選挙区の区割りに当たっては、衆議院議員選挙区画

定審議会において、改めて本県の事情をご勘案くださるようお願いします。 

・ 同審議会の区割り案の島根県第二区と第三区の境界は、歴史的には出雲の

国と石見の国の境界であり、両地域は、地勢的にも、文化的にも、また、広

域市町村圏、生活圏、経済圏等からも大きく異なっており、この境界につい

ては、同審議会の区割り案を堅持されるよう強く要望いたします。 

＜採否＞ 

八束郡全体を１区に編入することについては、不採択。 

 

(2) 平成 14年区割り改定時   

＜知事意見＞ 

本県の選挙区の区割りについて、郡の分割は行わず、地勢的な要素である一

級河川斐伊川を一つの目安としながら、歴史的経緯や生活圏のつながり、さら

には人口の均衡にも配慮すれば、平田市、八束郡、大原郡、仁多郡以東及び隠

岐郡を新第１区に、出雲市、簸川郡、飯石郡以西を新第２区として区割りされ

ることが適当であると考えます。 

＜採否＞ 

採択 

＜改定内容＞ 

定数１減（３→２） 

5



 

 

 

(3) 平成 25年区割り改定時  （改定対象外） 

 

(4) 平成 29年区割り改定時  （改定対象外） 
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美

郷
町

、
邑

南
町

浜
田

市
江

津
市

旧
有

福
村

有
財

産
共

同
管

理
組

合
浜

田
市

、
江

津
市

鹿
足

郡
不

燃
物

処
理

組
合

津
和

野
町

、
吉

賀
町

雲
南

市
・
飯

南
町

事
務

組
合

雲
南

市
、
飯

南
町

島
根

県
市

町
村

総
合

事
務

組
合

県
内

全
市

町
村

邑
智

郡
公

立
病

院
組

合
川

本
町

、
美

郷
町

、
邑

南
町

邑
智

郡
総

合
事

務
組

合
川

本
町

、
美

郷
町

、
邑

南
町

浜
田

地
区

広
域

行
政

組
合

浜
田

市
、
江

津
市

玉
井

斎
場

管
理

組
合

松
江

市
、
境

港
市

（
鳥

取
県

）

広
域

連
合

名
構

成
団

体

雲
南

広
域

連
合

雲
南

市
、
奥

出
雲

町
、
飯

南
町

隠
岐

広
域

連
合

島
根

県
、
隠

岐
の

島
町

、
海

士
町

、
西

ノ
島

町
、
知

夫
村

島
根

県
後

期
高

齢
者

医
療

広
域

連
合

県
内

全
市

町
村

8



 

 

３３ 岡 山 県 

 

Ⅰ 県の人口等 

 R2 日本国民の人口 H27 日本国民の人口 

人  口 （-42,039、-2.2%）1,862,177 1,904,216 

議員定数 5 5 

（アダムズ方式の結果） （-1）  4  

議員一人当たり人口 372,435 380,843 

（アダムズ方式の結果に基づく） (465,544)  

都道府県間格差（倍） （対鳥取県 274,640） 1.356 （対鳥取県 285,029）1.336 

（アダムズ方式の結果に基づく） ((対鳥取県 274,640）1.695)  

 

 

Ⅱ 選挙区の人口等 

選 挙 区 
日本国民の人口 全国較差 県内較差 

適合状況等 
 

R2 H27 R2 H27 R2 H27  

岡 山 １区 452,130 449,741 1.649 1.586 1.504 1.407 
岡山市北区・南区・ 

吉備中央町分割 
＋0.5% 

岡 山 ２区 340,475 348,031 1.242 1.228 1.133 1.089 
岡山市北区・東区・

南区分割 
▲2.2% 

岡 山 ３区 313,444 330,477 1.143 1.166 1.043 1.034 
岡山市東区・ 

真庭市分割 
▲5.2% 

岡 山 ４区 455,499 456,239 1.661 1.609 1.515 1.427 最大、倉敷市分割 ▲0.2% 

岡 山 ５区 300,629 319,728 1.097 1.128 1.000 1.000 
最小、 

倉敷市・真庭市・ 

吉備中央町分割 

▲6.0% 

計 1,862,177 1,904,216        

(注) 「全国較差」：鳥取２区（R2：274,160人、H27：283,502人）に対する較差 
「県内較差」：当該県内人口最少選挙区に対する較差 

 

 

Ⅲ 平成 12年国調による区割り（平成14年法改正）以降の廃置分合等の状況 

 

 １ 廃置分合等の状況  別紙のとおり 

平成 21年４月１日に、岡山市が指定都市に移行した。 

 

２ 広域連携の状況 ※ 下線のある市が、中心市。 

・岡山連携中枢都市圏 

【岡山市、津山市、玉野市、総社市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、真庭市、和気

町、早島町、久米郡（久米南町、美咲町）、吉備中央町】 

・高梁川流域連携中枢都市圏 

【倉敷市、笠岡市、井原市、総社市、高梁市、新見市、浅口市、早島町、里庄町、

矢掛町】 
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・備後圏域 

【笠岡市、井原市、（広島県）福山市・三原市・尾道市・府中市・世羅町・神石

高原町】 

・津山圏域定住自立圏 

【津山市、鏡野町、勝田郡（勝央町、奈義町）、久米郡（久米南町、美咲町）】 

（以下参考） 

・備前市は、東備西播定住自立圏（兵庫県）の中心市。 

 

 

Ⅳ 区割りに係る諸状況 

 

１ 市区町村の分割等の状況 

(1) 市区町村の分割   

岡山市北区（１区・２区）、同市東区（２区・３区）、同市南区（１区・２区）、 

倉敷市（４区・５区）、真庭市（３区・５区）、吉備中央町（１区・５区） 

 

(2) 郡の分割  加賀郡（１区・５区） 

 

(3) 県議選挙区の分割 

岡山市北区加賀郡選挙区（１区・２区・５区）、 

岡山市東区選挙区（２区・３区）、岡山市南区選挙区（１区・２区）、 

倉敷市都窪郡選挙区（４区・５区）、真庭市真庭郡選挙区（３区・５区） 

 

２ 具体の区割りに関する過去の知事意見 

(1) 平成６年区割り時 

＜知事意見＞ 

・ 岡山市の分割について、第８次選挙制度審議会答申は、当時、岡山市の衆

議院議員選挙の開票区が４つに分割されており、当該開票区のまとまりを手

がかりとしたものと考えられるが、平成４年４月にこれらの開票区が統合さ

れているという状況の変化に鑑み、見直しが必要と考える。 

この見直しに当たっては、市町村合併特例法で存続してきた岡山市の現行

衆議院岡山県第２区分については、岡山市の衆議院岡山県第１区分と一体的

にとらえ、岡山市を一つの区域と考えた上で、改めて分割すべきであり、そ

の場合、岡山市のほぼ中央を旭川が流れている自然条件を考慮するとともに、

区割りについては、岡山市周辺部の郡・市を客観的合理的に組み合わせ、選

挙区を定めることを検討すべきである。 

また、岡山市を分割するに当たっては、町又は字の区域、コミュニティ単

位など地域の実情をも十分考慮されたい。 

・ 御津郡は、歴史的には岡山市と同じ備前の国として旭川流域にあり、陳情

書のとおり岡山市と交通の面で、また社会的・経済的にも密接不可分な関係
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を有しているので、岡山県の衆議院小選挙区の区割りに当たっては、これら

の点も十分考慮して御検討をお願いします。 

＜採否＞ 

採択 

 

(2) 平成 14年区割り改定時  （改定なし） 

 

(3) 平成 25年区割り改定時  （改定対象外） 

 

(4) 平成 29年区割り改定時  （改定対象外） 
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平
成
１
２
年
国
調
に
よ
る
区
割
り
（
平
成
１
４
年
法
改
正
）
以
降
の
廃
置
分
合
等
の
状
況

（
別
紙
）

岡
山
県

平
成

1
6
年

1
0
月

1
日

新
設

合
併

高
梁

市
た

か
は

し
し

高
梁

市
た

か
は

し
し

、
上

房
郡

有
漢

町
じ
ょ
う
ぼ
う
ぐ
ん
う
か
ん
ち
ょ
う

、
　
　
川
上
郡
成
羽
町

か
わ
か
み

ぐ
ん

な
り

わ
ち

ょ
う 、
　
同
郡
川
上
町

か
わ

か
み

ち
ょ

う 、
同
郡

備
中
町

び
っ

ち
ゅ

う
ち

ょ
う

５
区

岡
山
県

平
成

1
6
年

1
0
月

1
日

新
設

合
併

吉
備

中
央

町
き
び

ち
ゅ
う
お

う
ち
ょ
う

御
津

郡
み

つ
ぐ

ん

加
茂

川
町

か
も

が
わ

ち
ょ

う

、
上

房
郡

賀
陽

町
じ
ょ
う
ぼ
う
ぐ
ん
か
よ
う
ち

ょ
う

１
、
５
区

岡
山
県

平
成

1
6
年

1
1
月

1
日

新
設

合
併

瀬
戸

内
せ

と
う

ち

市し

邑
久

郡
牛

窓
町

お
く
ぐ
ん
う
し
ま
ど
ち
ょ
う

、
同

郡
邑

久
町

お
く

ち
ょ

う

、
同
郡

長
船
町

お
さ

ふ
ね

ち
ょ

う
２
区

岡
山
県

平
成

1
7
年

2
月

2
8
日

編
入

合
併

津
山

市
つ

や
ま

し

津
山

市
つ

や
ま

し

、
苫

田
郡

加
茂

町
と

ま
た

ぐ
ん

か
も

ち
ょ

う

、
同

郡
阿
波

村
あ

ば
そ

ん

、
勝

田
郡

勝
北
町

か
つ

た
ぐ

ん
し

ょ
う

ぼ
く

ち
ょ

う

、
　
　
久
米
郡
久
米
町

く
め

ぐ
ん

く
め

ち
ょ

う
３
区

岡
山
県

平
成

1
7
年

3
月

1
日

編
入

合
併

井
原

市
い

ば
ら

し

井
原

市
い

ば
ら

し

、
小

田
郡

美
星

町
お

だ
ぐ

ん
び

せ
い

ち
ょ
う

、
後

月
郡
芳
井
町

し
つ

き
ぐ
ん

よ
し
い

ち
ょ
う

５
区

岡
山
県

平
成

1
7
年

3
月

1
日

新
設

合
併

鏡
野

か
が
み
の

町ち
ょ
う

苫
田

郡
富

村
と
ま

た
ぐ
ん

と
み

そ
ん

、
同

郡
奥

津
町

お
く
つ

ち
ょ
う

、
同

郡
上
齋
原
村

か
み

さ
い
ば

ら
そ
ん

、
同
郡

鏡
野

町
か

が
み

の
ち
ょ
う

３
区

岡
山
県

平
成

1
7
年

3
月

7
日

新
設

合
併

赤
磐

あ
か
い
わ
し 市

赤
磐

郡
山
陽

町
あ
か

い
わ

ぐ
ん
さ
ん
よ
う
ち
ょ
う 、
同

郡
赤

坂
町

あ
か
さ
か
ち
ょ
う 、
同
郡

熊
山
町

く
ま
や
ま
ち
ょ
う

、
同
郡
吉
井
町

よ
し
い

ち
ょ
う

３
区

岡
山
県

平
成

1
7
年

3
月

2
2
日

編
入

合
併

岡
山

市
お

か
や

ま
し

岡
山

市
お

か
や

ま
し

、
御

津
郡
御

津
町

み
つ

ぐ
ん

み
つ

ち
ょ

う

、
児

島
郡
灘

崎
町

こ
じ
ま
ぐ
ん

な
だ

さ
き
ち
ょ
う

１
、
２
区

岡
山
県

平
成

1
7
年

3
月

2
2
日

新
設

合
併

総
社

市
そ

う
じ

ゃ
し

総
社

市
そ

う
じ

ゃ
し

、
都

窪
郡

山
手

村
つ

く
ぼ

ぐ
ん

や
ま

て
そ

ん

、
同

郡
清
音
村

き
よ

ね
そ

ん
５
区

岡
山
県

平
成

1
7
年

3
月

2
2
日

新
設

合
併

備
前

市
び

ぜ
ん

し

備
前

市
び

ぜ
ん

し

、
和

気
郡

日
生

町
わ

け
ぐ

ん
ひ

な
せ

ち
ょ
う

、
同

郡
吉
永
町

よ
し
な
が

ち
ょ
う

３
区

岡
山
県

平
成

1
7
年

3
月

2
2
日

新
設

合
併

美み
さ
き
ち
ょ
う

咲
町

久
米

郡
中

央
町

く
め

ぐ
ん

ち
ゅ
う
お

う
ち
ょ
う

、
同

郡
旭

町
あ
さ
ひ
ち
ょ
う 、
同

郡
柵
原
町

や
な
は

ら
ち
ょ
う

３
区

岡
山
県

平
成

1
7
年

3
月

3
1
日

新
設

合
併

新
見

市
に

い
み

し

新
見

市
に

い
み

し

、
阿

哲
郡

大
佐

町
あ

て
つ

ぐ
ん

お
お

さ
ち
ょ
う

、
同

郡
神
郷

町
し
ん
ご
う
ち
ょ
う

、
同
郡

哲
多

町
て

っ
た

ち
ょ
う

、
同
郡
哲

西
町

て
っ
せ

い
ち
ょ
う

５
区

岡
山
県

平
成

1
7
年

3
月

3
1
日

新
設

合
併

真
庭

ま
に

わ

市し
上

房
郡

北
房

町
じ
ょ
う
ぼ
う
ぐ
ん
ほ
く
ぼ
う
ち
ょ
う 、
真
庭
郡
勝
山
町

ま
に
わ

ぐ
ん
か

つ
や

ま
ち
ょ
う

、
同
郡
落
合
町

お
ち
あ
い
ち
ょ
う 、
同
郡
湯
原
町

ゆ
ば

ら
ち
ょ
う

、
同
郡
久
世
町

く
せ

ち
ょ

う

、

同
郡

美
甘

村
み

か
も
そ

ん

、
同
郡

川
上

村
か
わ
か
み
そ
ん

、
同
郡

八
束
村

や
つ

か
そ

ん

、
同
郡

中
和
村

ち
ゅ
う
か

そ
ん

３
、
５
区

岡
山
県

平
成

1
7
年

3
月

3
1
日

新
設

合
併

美
作

み
ま
さ
か

市し
勝

田
郡

勝
田

町
か

つ
た

ぐ
ん

か
つ

た
ち
ょ
う

、
英
田
郡
大
原
町

あ
い
だ
ぐ
ん
お
お
は

ら
ち
ょ
う

、
同
郡
東
粟
倉
村

ひ
が
し
あ
わ

く
ら
そ
ん 、
同
郡
美
作
町

み
ま
さ
か
ち
ょ
う 、
同
郡
作
東
町

さ
く
と
う
ち
ょ
う

、

同
郡

英
田

町
あ
い

だ
ち
ょ
う

３
区

岡
山
県

平
成

1
7
年

8
月

1
日

編
入

合
併

倉
敷

市
く
ら

し
き

し

倉
敷

市
く
ら

し
き

し

、
浅

口
郡

あ
さ
く
ち
ぐ
ん

船
穂

ふ
な

お

町ち
ょ
う 、
吉

備
郡

き
び

ぐ
ん

真
備

町
ま

び
ち

ょ
う

４
、
５
区

岡
山
県

平
成

1
8
年

3
月

1
日

新
設

合
併

和
気

町
わ

け
ち

ょ
う

和
気

郡
佐

伯
町

わ
け

ぐ
ん

さ
え

き
ち

ょ
う

、
同

郡
和

気
町

わ
け

ち
ょ
う

３
区

岡
山
県

平
成

1
8
年

3
月

2
1
日

新
設

合
併

浅
口

あ
さ
く
ち

市し

浅
口

郡
金
光

町
あ
さ
く
ち
ぐ
ん
こ
ん
こ
う
ち
ょ
う

、
同

郡
鴨

方
町

か
も
が

た
ち
ょ
う 、
同
郡
寄

島
町

よ
り
し
ま
ち
ょ
う

５
区

岡
山
県

平
成

1
9
年

1
月

2
2
日

編
入

合
併

岡
山

市
お

か
や

ま
し

岡
山

市
お

か
や

ま
し

、
御

津
郡

み
つ

ぐ
ん

建
部

町
た
け

べ
ち
ょ
う

、
赤

磐
郡

あ
か
い
わ
ぐ
ん

瀬
戸
町

せ
と

ち
ょ

う
１
、
２
、
３
区

関
係
選
挙
区

都
道
府
県

期
日

状
況

新
市

町
村

名
旧
市
町
村
名
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岡
山

県
　
一

部
事

務
組

合
（
H
3
0
.7
.1
現

在
）
及

び
広

域
連

合
（
R
3
.4
.1
現

在
）

組
合

の
名

称
構

成
団

体

八
ヶ
郷

合
同

用
水

組
合

倉
敷

市
、
早

島
町

高
梁

川
東

西
用

水
組

合
倉

敷
市

、
早

島
町

旭
東

用
排

水
組

合
岡

山
市

、
備

前
市

、
瀬

戸
内

市

竹
川

組
合

倉
敷

市
、
浅

口
市

湛
井

十
二

箇
郷

組
合

岡
山

市
、
倉

敷
市

、
総

社
市

大
正

池
水

利
組

合
岡

山
市

、
総

社
市

田
原

用
水

組
合

岡
山

市
、
赤

磐
市

、
和

気
町

六
ヶ
郷

組
合

岡
山

市
、
倉

敷
市

四
ヶ
郷

組
合

岡
山

市
、
倉

敷
市

西
一

郷
半

組
合

岡
山

市
、
倉

敷
市

三
ヶ
村

組
合

岡
山

市
、
倉

敷
市

岡
山

県
笠

岡
市

・
矢

掛
町

中
学

校
組

合
笠

岡
市

、
矢

掛
町

備
南

水
道

企
業

団
倉

敷
市

、
早

島
町

岡
山

県
南

部
水

道
企

業
団

岡
山

市
、
倉

敷
市

、
玉

野
市

岡
山

県
西

南
水

道
企

業
団

笠
岡

市
、
浅

口
市

、
里

庄
町

神
崎

衛
生

施
設

組
合

岡
山

市
、
瀬

戸
内

市

備
南

衛
生

施
設

組
合

岡
山

市
、
倉

敷
市

、
早

島
町

勝
英

衛
生

施
設

組
合

美
作

市
、
勝

央
町

、
奈

義
町

、
西

粟
倉

村
、
美

咲
町

岡
山

県
西

部
衛

生
施

設
組

合
笠

岡
市

、
井

原
市

、
浅

口
市

、
里

庄
町

、
矢

掛
町

旭
川

中
部

衛
生

施
設

組
合

岡
山

市
、
久

米
南

町
、
吉

備
中

央
町

和
気

・
赤

磐
し
尿

処
理

施
設

一
部

事
務

組
合

赤
磐

市
、
和

気
町

岡
山

県
西

部
環

境
整

備
施

設
組

合
笠

岡
市

、
浅

口
市

、
里

庄
町

和
気

北
部

衛
生

施
設

組
合

備
前

市
、
赤

磐
市

、
和

気
町

倉
敷

西
部

清
掃

施
設

組
合

倉
敷

市
、
浅

口
市

岡
山

市
久

米
南

町
国

民
健

康
保

険
病

院
組

合
岡

山
市

、
久

米
南

町

和
気

老
人

ホ
ー
ム
組

合
備

前
市

、
赤

磐
市

、
和

気
町

岡
山

県
市

町
村

税
整

理
組

合
玉

野
市

、
笠

岡
市

、
総

社
市

、
高

梁
市

、
新

見
市

、
備

前
市

、
瀬

戸
内

市
、
赤

磐
市

、
真

庭
市

、
美

作
市

、
浅

口
市

、
県

内
全

町
村

岡
山

市
久

米
南

町
衛

生
施

設
組

合
岡

山
市

、
久

米
南

町

岡
山

県
中

部
環

境
施

設
組

合
真

庭
市

、
美

咲
町

岡
山

県
井

原
地

区
清

掃
施

設
組

合
井

原
市

、
矢

掛
町

津
山

圏
域

衛
生

処
理

組
合

津
山

市
、
鏡

野
町

、
美

咲
町

笠
岡

地
区

消
防

組
合

笠
岡

市
、
浅

口
市

、
里

庄
町

久
米

老
人

ホ
ー
ム
組

合
津

山
市

、
久

米
南

町
、
美

咲
町

総
社

広
域

環
境

施
設

組
合

倉
敷

市
、
総

社
市

井
原

地
区

消
防

組
合

井
原

市
、
矢

掛
町
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組
合

の
名

称
構

成
団

体

津
山

圏
域

消
防

組
合

津
山

市
、
鏡

野
町

、
勝

央
町

、
奈

義
町

、
久

米
南

町
、
美

咲
町

勝
田

郡
老

人
福

祉
施

設
組

合
津

山
市

、
美

作
市

、
勝

央
町

、
奈

義
町

東
備

消
防

組
合

備
前

市
、
和

気
町

岡
山

県
西

部
地

区
養

護
老

人
ホ
ー
ム
組

合
笠

岡
市

、
浅

口
市

、
里

庄
町

備
南

競
艇

事
業

組
合

総
社

市
、
浅

口
市

、
早

島
町

、
里

庄
町

美
作

養
護

老
人

ホ
ー
ム
組

合
美

作
市

、
西

粟
倉

村

柵
原

、
吉

井
、
英

田
火

葬
場

施
設

組
合

赤
磐

市
、
美

作
市

、
美

咲
町

柵
原

吉
井

特
別

養
護

老
人

ホ
ー
ム
組

合
赤

磐
市

、
美

咲
町

岡
山
県

広
域

水
道

企
業

団
岡

山
県

、
岡

山
市

、
倉

敷
市

、
津

山
市

、
井

原
市

、
総

社
市

、
高

梁
市

、
備

前
市

、
瀬

戸
内

市
、
赤

磐
市

、
真

庭
市

、
和

気
町

、
鏡

野
町

、
勝

央
町

、
奈

義
町

、
久

米
南

町
、
美

咲
町

、
吉

備
中

央
町

井
笠

地
区

農
業

共
済

事
務

組
合

笠
岡

市
、
井

原
市

、
浅

口
市

、
里

庄
町

、
矢

掛
町

津
山

広
域

事
務

組
合

津
山

市
、
鏡

野
町

、
勝

央
町

、
奈

義
町

、
久

米
南

町
、
美

咲
町

勝
英

農
業

共
済

事
務

組
合

津
山

市
、
美

作
市

、
勝

央
町

、
奈

義
町

、
西

粟
倉

村

東
備

農
業

共
済

事
務

組
合

備
前

市
、
赤

磐
市

、
和

気
町

倉
敷

地
区

農
業

共
済

事
務

組
合

倉
敷

市
、
総

社
市

、
早

島
町

高
梁

地
域

事
務

組
合

高
梁

市
、
吉

備
中

央
町

津
山

地
区

農
業

共
済

事
務

組
合

津
山

市
、
鏡

野
町

、
美

咲
町

、
久

米
南

町

岡
山
県

市
町

村
総

合
事

務
組

合
県

内
全

市
町

村
ほ

か

津
山

圏
域

資
源

循
環

施
設

組
合

津
山

市
、
鏡

野
町

、
勝

央
町

、
奈

義
町

、
美

咲
町

広
域

連
合

名
構

成
団

体

岡
山
県

後
期

高
齢

者
医

療
広

域
連

合
県

内
全

市
町

村
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３４ 広 島 県 
 

Ⅰ 県の人口等 

 R2 日本国民の人口 H27 日本国民の人口 

人  口 （-59,585、-2.1%）2,749,551 2,809,136 

議員定数 7 7 

（アダムズ方式の結果） （-1）  6  

議員一人当たり人口 392,793 401,305 

（アダムズ方式の結果に基づく） (458,259)  

都道府県間格差（倍） （対鳥取県 274,640） 1.430 （対鳥取県 285,029）1.408 

（アダムズ方式の結果に基づく） ((対鳥取県 274,640）1.669)  

 
 

Ⅱ 選挙区の人口等 

選 挙 区 
日本国民の人口 全国較差 県内較差 

適合状況等 
 

R2 H27 R2 H27 R2 H27  

広 島 １区 400,279 393,092 1.460 1.387 1.448 1.320   ＋1.8% 

広 島 ２区 476,612 480,052 1.738 1.693 1.724 1.612 
最大、 

江田島市分割 
▲0.7% 

広 島 ３区 430,795 438,687 1.571 1.547 1.558 1.473   ▲1.8% 

広 島 ４区 375,409 377,578 1.369 1.332 1.358 1.268 
三原市・ 

東広島市分割 
▲0.6% 

広 島 ５区 276,528 297,881 1.009 1.051 1.000 1.000 
最小、三原市・ 

尾道市・東広島市

・江田島市分割 

▲7.2% 

広 島 ６区 337,961 362,572 1.233 1.279 1.222 1.217 
三原市・ 

尾道市分割 
▲6.8% 

広 島 ７区 451,967 459,274 1.649 1.620 1.634 1.542   ▲1.6% 

計 2,749,551 2,809,136        

(注) 「全国較差」：鳥取２区（R2：274,160人、H27：283,502人）に対する較差 
「県内較差」：当該県内人口最少選挙区に対する較差 

 

 

Ⅲ 平成 12年国調による区割り（平成14年法改正）以降の廃置分合等の状況 

 

 １ 廃置分合等の状況  別紙のとおり 

 

２ 広域連携の状況 ※ 下線のある市が、中心市。 

・広島広域都市圏 

【広島市、呉市、竹原市、三原市、大竹市、東広島市、廿日市市、安芸高田市、

江田島市、安芸郡（府中町、海田町、熊野町、坂町）、山県郡（安芸太田町、北広島町）、

大崎上島町、世羅町、（山口県）岩国市・柳井市・周防大島町・和木町・熊毛郡

（上関町、田布施町、平生町）】 

15



 

 

・備後圏域 

【福山市、三原市、尾道市、府中市、世羅町、神石高原町、（岡山県）笠岡市・

井原市】 

・広島中央地域連携中枢都市圏 

【呉市、竹原市、東広島市、江田島市、海田町、熊野町、坂町、大崎上島町】 

（以下参考） 

・三原市、庄原市による合併一市圏域の定住自立圏あり。 
 
 

Ⅳ 区割りに係る諸状況 

 

１ 市区町村の分割等の状況 

(1) 市区町村の分割   

三原市（４区・５区・６区）、尾道市（５区・６区）、東広島市（４区・５区）、 

江田島市（２区・５区） 

  

(2) 郡の分割  なし 

 

(3) 県議選挙区の分割 

三原市世羅郡選挙区（４区・５区・６区）、尾道市選挙区（５区・６区）、 

東広島市選挙区（４区・５区）、江田島市選挙区（２区・５区） 

 

２ 具体の区割りに関する過去の知事意見 

(1) 平成６年区割り時 

＜知事意見＞ 

人口の均衡を図りつつ現行の衆議院議員選挙区の区域を手がかりにするとい

う前提に立てば、８次審の区割り案は、尊重されるべきものと考える。 

 

(2) 平成 14年区割り改定時  （改定なし） 

 

(3) 平成 25年区割り改定時  （改定対象外） 

 

(4) 平成 29年区割り改定時  （改定対象外） 
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平
成
１
２
年
国
調
に
よ
る
区
割
り
（
平
成
１
４
年
法
改
正
）
以
降
の

廃
置

分
合

等
の

状
況

（
別

紙
）

広
島

県
平
成
1
5
年
2
月
3
日

編
入

合
併

福
山

市
ふ

く
や

ま
し

福
山

市
ふ

く
や

ま
し

、
沼

隈
郡

内
海

町
ぬ
ま
く
ま
ぐ
ん
う
つ
み
ち
ょ
う 、
芦

品
郡

新
市

町
あ
し
な
ぐ
ん
し
ん

い
ち
ち
ょ
う

７
区

広
島

県
平
成
1
5
年
3
月
1
日

編
入

合
併

廿
日

市
市

は
つ

か
い

ち
し

廿
日

市
市

は
つ

か
い

ち
し

、
佐

伯
郡

佐
伯

町
さ
え
き
ぐ
ん
さ
い
き
ち
ょ
う

、
同

郡
吉
和

村
よ

し
わ

む
ら

２
区

広
島

県
平
成
1
5
年
4
月
1
日

編
入

合
併

呉
市

く
れ

し

呉
市

く
れ

し

、
安

芸
郡

下
蒲
刈

町
あ
き
ぐ
ん
し
も
か
ま
が
り
ち
ょ
う

５
区

広
島

県
平
成
1
5
年
4
月
1
日

新
設

合
併

大
崎

上
島

町
お
お
さ
き
か

み
じ
ま
ち
ょ
う

豊
田

郡
大

崎
町

と
よ
た
ぐ
ん
お
お
さ
き
ち
ょ
う 、
同

郡
東

野
町

ひ
が
し
の
ち
ょ
う 、
同

郡
木

江
町

き
の
え
ち
ょ
う

５
区

広
島

県
平
成
1
6
年
3
月
1
日

新
設

合
併

安
芸

高
田

あ
き

た
か

た

市し
高

田
た

か
た

郡ぐ
ん

吉
田

町
よ
し
だ
ち
ょ
う 、
同

郡
八

千
代

町
や

ち
よ

ち
ょ

う

、
同
郡

美
土

里
町

み
ど

り
ち

ょ
う

、
同

郡
高

宮
町

た
か
み
や
ち
ょ
う 、
同

郡
甲

田
町

こ
う
だ
ち
ょ
う 、

同
郡

向
原

町
む
か
い
は
ら
ち
ょ
う

３
区

広
島

県
平
成
1
6
年
4
月
1
日

編
入

合
併

呉
市

く
れ

し

呉
市

く
れ

し

、
豊

田
郡

と
よ

た
ぐ

ん

川
尻

町
か
わ
じ
り
ち
ょ
う

５
区

広
島

県
平
成
1
6
年
4
月
1
日

新
設

合
併

三
次

市
み

よ
し

し
三

次
市

み
よ

し
し

、
双

三
郡

君
田

村
ふ

た
み

ぐ
ん

き
み

た
そ

ん

、
同

郡
布

野
村

ふ
の

そ
ん

、
同

郡
作

木
村

さ
く

ぎ
そ

ん

、
同

郡
吉

舎
町

き
さ

ち
ょ

う

、

同
郡
三

良
坂

町
み

ら
さ

か
ち

ょ
う

、
同

郡
三

和
町

み
わ

ち
ょ

う

、
甲

奴
郡

甲
奴

町
こ
う
ぬ
ぐ

ん
こ
う
ぬ
ち
ょ
う

６
区

広
島

県
平
成
1
6
年
4
月
1
日

編
入

合
併

府
中

市
ふ

ち
ゅ

う
し

府
中

市
ふ

ち
ゅ

う
し

、
甲

奴
郡

上
下

町
こ
う
ぬ
ぐ
ん
じ
ょ
う
げ
ち
ょ
う

６
区

広
島

県
平
成
1
6
年
1
0
月
1
日

新
設

合
併

世
羅

町
せ

ら
ち

ょ
う

世
羅

郡
甲

山
町

せ
ら
ぐ
ん
こ
う
ざ
ん
ち
ょ
う

、
同

郡
世

羅
町

せ
ら

ち
ょ

う

、
同

郡
世

羅
西

町
せ

ら
に

し
ち

ょ
う

６
区

広
島

県
平
成
1
6
年
1
0
月
1
日

新
設

合
併

安
芸

あ
き

太
田

町
お
お

た
ち
ょ
う

山
県

郡
加

計
町

や
ま
が
た
ぐ
ん
か
け
ち
ょ
う

、
同

郡
筒

賀
村

つ
つ

が
そ

ん

、
同

郡
戸

河
内

町
と

ご
う

ち
ち

ょ
う

３
区

広
島

県
平
成
1
6
年
1
1
月
1
日

新
設

合
併

江
田

島
市

え
た

じ
ま

し

安
芸

郡
江

田
島

町
あ

き
ぐ

ん
え

た
じ

ま
ち

ょ
う

、
佐

伯
郡

能
美

町
さ
え
き
ぐ
ん
の
う
み
ち
ょ
う

、
同

郡
沖

美
町

お
き
み
ち
ょ
う 、
同

郡
大

柿
町

お
お
が
き
ち
ょ
う

２
、
５
区

広
島

県
平
成
1
6
年
1
1
月
5
日

新
設

合
併

神
石

じ
ん
せ

き

高
原

こ
う
げ

ん

町ち
ょ
う

神
石

郡
油

木
町

じ
ん
せ
き
ぐ
ん
ゆ
き
ち
ょ
う

、
同

郡
神

石
町

じ
ん
せ
き
ち
ょ
う 、
同

郡
豊

松
村

と
よ
ま
つ
そ
ん 、
同

郡
三

和
町

さ
ん
わ
ち
ょ
う

６
区

広
島

県
平
成
1
7
年
2
月
1
日

編
入

合
併

福
山

市
ふ

く
や

ま
し
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ょ
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ょ
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５
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蒲
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５
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６
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ょ
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４
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1
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廿
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廿
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1
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６
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広
島

県
　
一

部
事

務
組

合
（
H
3
0
.7
.1
現

在
）
及

び
広

域
連

合
（
R
3
.4
.1
現

在
）
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合

の
名

称
構
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世
羅

中
央

病
院

企
業

団
三

原
市

、
世

羅
町

安
芸

地
区

衛
生

施
設

管
理

組
合

広
島

市
、
府

中
町

、
海

田
町

、
熊
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町
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廿
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廿
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３５ 山 口 県 

 

Ⅰ 県の人口等 

 R2 日本国民の人口 H27 日本国民の人口 

人  口 （-66,355、-4.8%）1,326,862 1,393,217 

議員定数 4 4 

（アダムズ方式の結果） （-1）  3  

議員一人当たり人口 331,716 348,304 

（アダムズ方式の結果に基づく） (442,287)  

都道府県間格差（倍） （対鳥取県 274,640） 1.208 （対鳥取県 285,029）1.222 

（アダムズ方式の結果に基づく） ((対鳥取県 274,640）1.610)  

 

 

Ⅱ 選挙区の人口等 

選 挙 区 
日本国民の人口 全国較差 県内較差 

適合状況等 
 

R2 H27 R2 H27 R2 H27  

山 口 １区 421,645 434,102 1.538 1.531 1.489 1.446 
最大、 

山口市、周南市分割 
▲2.9% 

山 口 ２区 326,450 344,488 1.191 1.215 1.153 1.147 周南市分割 ▲5.2% 

山 口 ３区 295,592 314,391 1.078 1.109 1.044 1.047 山口市分割 ▲6.0% 

山 口 ４区 283,175 300,236 1.033 1.059 1.000 1.000 最小 ▲5.7% 

計 1,326,862 1,393,217        

(注) 「全国較差」：鳥取２区（R2：274,160人、H27：283,502人）に対する較差 
「県内較差」：当該県内人口最少選挙区に対する較差 

 

 

Ⅲ 平成 12年国調による区割り（平成14年法改正）以降の廃置分合等の状況 

 

 １ 廃置分合等の状況  別紙のとおり 

 

２ 広域連携の状況 ※ 下線のある市が、中心市。 

・山口県央連携都市圏域 

【山口市、宇部市、萩市、防府市、美祢市、山陽小野田市、（島根県）津和野町】 

・広島広域都市圏 

【岩国市、柳井市、周防大島町、和木町、熊毛郡（上関町、田布施町、平生町）、 

（広島県）広島市・呉市・竹原市・三原市・大竹市・東広島市・廿日市市・ 

安芸高田市・江田島市・安芸郡（府中町、海田町、熊野町、坂町）・山県郡（安芸太田町、

北広島町）・大崎上島町・世羅町】 

・萩市・阿武町定住自立圏 

【萩市、阿武町】 
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（以下参考） 

・下関市による合併一市圏域の連携中枢都市圏、長門市による合併一市圏域の定住

自立圏あり。 

 

 

Ⅳ 区割りに係る諸状況 

 

１ 市区町村の分割等の状況 

(1) 市区町村の分割  山口市（１区・３区）、周南市（１区・２区） 

  

(2) 郡の分割  なし 

 

(3) 県議選挙区の分割   

山口市選挙区（１区・３区）、周南市選挙区（１区・２区） 

 

２ 具体の区割りに関する過去の知事意見 

(1) 平成６年区割り時 

＜知事意見＞ 

本県の海部内閣時の区割り案については、（中略）管下56市町村長の本区割

り案について、特に反対意見もないことから、おおむね妥当と考える。 

 

(2) 平成 14年区割り改定時  （改定なし） 

 

(3) 平成 25年区割り改定時  （改定対象外） 

 

(4) 平成 29年区割り改定時  （改定対象外） 

 

20



平
成

１
２

年
国

調
に

よ
る

区
割

り
（
平

成
１

４
年

法
改

正
）
以

降
の

廃
置

分
合

等
の

状
況

（
別
紙
）

山
口

県
平

成
1
5
年

4
月

2
1
日

新
設

合
併

周
南

市
し

ゅ
う

な
ん

し

徳
山

市
と

く
や

ま
し

、
新

南
陽

市
し

ん
な

ん
よ

う
し

、
熊

毛
郡

熊
毛

町
く
ま
げ
ぐ
ん
く
ま
げ
ち
ょ

う

、
都

濃
郡

鹿
野

町
つ

の
ぐ

ん
か

の
ち

ょ
う

１
、

２
区

山
口

県
平

成
1
6
年

1
0
月

1
日

新
設

合
併

周
防

す
お

う

大
島

お
お

し
ま

町ち
ょ

う

大
島

郡
久

賀
町

お
お
し
ま
ぐ
ん
く
か
ち
ょ
う

、
同

郡
大

島
町

お
お
し
ま
ち
ょ
う 、
同

郡
東

和
町

と
う

わ
ち

ょ
う 、

同
郡

橘
町

た
ち

ば
な

ち
ょ

う
２

区

山
口

県
平

成
1
6
年

1
0
月

4
日

新
設

合
併

光
市

ひ
か

り
し

光
市

ひ
か
り
し

、
熊

毛
郡

く
ま

げ
ぐ

ん

大
和

町
や
ま
と
ち
ょ
う

２
区

山
口

県
平

成
1
6
年

1
1
月

1
日

編
入

合
併

宇
部

市
う

べ
し

宇
部

市
う

べ
し

、
厚

狭
郡

楠
町

あ
さ
ぐ
ん
く
す
の
き
ち
ょ
う

３
区

山
口

県
平

成
1
7
年

2
月

1
3
日

新
設

合
併

下
関

市
し

も
の

せ
き

し

下
関

市
し
も
の
せ
き
し 、

豊
浦

郡
菊

川
町

と
よ
う
ら
ぐ
ん
き
く
が
わ
ち
ょ
う

、
同

郡
豊

田
町

と
よ
た

ち
ょ

う 、
同

郡
豊

浦
町

と
よ

う
ら

ち
ょ

う 、
同

郡
豊

北
町

ほ
う

ほ
く

ち
ょ

う
４

区

山
口

県
平

成
1
7
年

2
月

2
1
日

新
設

合
併

柳
井

市
や

  
な

  
い

  
し

柳
井

市
や

な
い

し

、
玖

珂
郡

大
畠

町
く

が
ぐ

ん
お

お
ば

た
け

ち
ょ

う
２

区

山
口

県
平

成
1
7
年

3
月

6
日

新
設

合
併

萩
市

は
ぎ

し
萩

市
は

ぎ
し

、
阿

武
郡

川
上

村
あ

ぶ
ぐ

ん
か

わ
か

み
そ

ん

、
同

郡
田

万
川

町
た

ま
が

わ
ち

ょ
う

、
同

郡
む

つ
み

村そ
ん

、
同

郡
須

佐
町

す
さ

ち
ょ

う

、
同

郡
旭

村
あ

さ
ひ

そ
ん 、

同
郡

福
栄

村
ふ

く
え

そ
ん

３
区

山
口

県
平

成
1
7
年

3
月

2
2
日

新
設

合
併

長
門

市
な

が
と

し

長
門

市
な

が
と

し

、
大

津
郡

三
隅

町
お
お
つ
ぐ
ん
み
す
み
ち
ょ
う

、
同

郡
日

置
町

へ
き

ち
ょ

う

、
同

郡
油

谷
町

ゆ
や

ち
ょ

う
４

区

山
口

県
平

成
1
7
年

3
月

2
2
日

新
設

合
併

山
陽

さ
ん

よ
う

小
野

田
市

お
　

 の
　

 だ
　

 し

小
野

田
市

お
の

だ
し

、
厚

狭
郡

山
陽

町
あ

さ
ぐ

ん
さ

ん
よ

う
ち

ょ
う

３
区

山
口

県
平

成
1
7
年

1
0
月

1
日

新
設

合
併

山
口

市
や

 ま
 ぐ

 ち
 し

山
口

市
や

ま
ぐ

ち
し

、
佐

波
郡

徳
地

町
さ

ば
ぐ

ん
と

く
ぢ

ち
ょ

う

、
吉

敷
郡

秋
穂

町
よ

し
き

ぐ
ん

あ
い

お
ち

ょ
う

、
同

郡
小

郡
町

お
ご

お
り

ち
ょ

う 、
同

郡
阿

知
須

町
あ

じ
す

ち
ょ

う
１

区

山
口

県
平

成
1
8
年

3
月

2
0
日

新
設

合
併

岩
国

市
い

 わ
 く

 に
 し

岩
国

市
い

わ
く

に
し

、
玖

珂
郡

由
宇

町
く

が
ぐ

ん
ゆ

う
ち

ょ
う

、
同

郡
玖

珂
町

く
が

ち
ょ

う

、
同

郡
本

郷
村

ほ
ん

ご
う

そ
ん

、
同

郡
周

東
町

し
ゅ

う
と

う
ち

ょ
う 、

同
郡

錦
町

に
し

き
ち

ょ
う 、

同
郡

美
川

町
み

か
わ

ち
ょ

う

、
同

郡
美

和
町

み
わ

ち
ょ

う
２

区

山
口

県
平

成
2
0
年

3
月

2
1
日

新
設

合
併

美
祢

市
み

ね
し

美
祢

市
み

ね
し

、
美

祢
郡

み
ね

ぐ
ん

秋
芳

町
し

ゅ
う

ほ
う

ち
ょ

う 、
同

郡
美

東
町

み
と

う
ち

ょ
う

３
区

山
口

県
平

成
2
2
年

1
月

1
6
日

編
入

合
併

山
口

市
や

ま
ぐ

ち
し

山
口

市
や

ま
ぐ

ち
し

、
阿

武
郡

あ
ぶ

ぐ
ん

阿
東

町
あ

と
う

ち
ょ

う
１

、
３

区

関
係

選
挙

区
都

道
府

県
期

日
状

況
新

市
町

村
名

旧
市

町
村

名
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山
口

県
　
一

部
事

務
組

合
（
H
3
0
.7
.1
現

在
）
及

び
広

域
連

合
（
R
3
.4
.1
現

在
）

組
合

の
名

称
構

成
団

体

周
南

地
区

福
祉

施
設

組
合

下
松

市
、
周

南
市

養
護

老
人

ホ
ー
ム
秋

楽
園

組
合

山
口

市
、
美

祢
市

玖
珂

地
方

老
人

福
祉

施
設

組
合

岩
国

市
、
和

木
町

玖
西

環
境

衛
生

組
合

岩
国

市
、
周

南
市

周
東

環
境

衛
生

組
合

岩
国

市
、
柳

井
市

、
上

関
町

、
田

布
施

町
、
平

生
町

田
布

施
・
平

生
水

道
企

業
団

田
布

施
町

、
平

生
町

熊
南

総
合

事
務

組
合

田
布

施
町

、
平

生
町

周
南

地
区

衛
生

施
設

組
合

下
松

市
、
光

市
、
周

南
市

柳
井

地
区

広
域

消
防

組
合

柳
井

市
、
周

防
大

島
町

、
上

関
町

、
平

生
町

光
地

区
消

防
組

合
光

市
、
周

南
市

、
田

布
施

町

岩
国

地
区

消
防

組
合

岩
国

市
、
和

木
町

周
陽

環
境

整
備

組
合

岩
国

市
、
周

南
市

、
和

木
町

周
南

東
部

環
境

施
設

組
合

下
松

市
、
光

市

柳
井

地
域

広
域

水
道

企
業

団
岩

国
市

、
柳

井
市

、
周

防
大

島
町

、
上

関
町

、
田

布
施

町
、
平

生
町

宇
部

・
阿

知
須

公
共

下
水

道
組

合
宇

部
市

、
山

口
市

山
口
県

市
町

総
合

事
務

組
合

県
内

全
市

町
ほ

か

萩
・
長

門
清

掃
一

部
事

務
組

合
萩

市
、
長

門
市

宇
部

・
山

陽
小

野
田

消
防

組
合

宇
部

市
、
山

陽
小

野
田

市

広
域

連
合

名
構

成
団

体

山
口
県

後
期

高
齢

者
医

療
広

域
連

合
県

内
全

市
町
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